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の
振
興
、
移
住
・
交
流
の
促
進
、
情
報
発

信
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
、
現
在

3
か
年
計
画
で
大
規
模
改
修
工
事
中
で

あ
り
、
今
年
三
月
に
は
新
し
い
農
産
物
直

売
所
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

昭
和
の
大
合
併
か
ら
昨
年
で
六
十
年

を
数
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
青

木
村
で
は
、
現
在
第
五
次
長
期
新
興
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
骨
格
と
し
て
、

①
道
の
駅
あ
お
き

高
機
能
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
人
口
減
少
の
克
服
と
雇
用
の
創
出
を

目
指
し
ま
す
。

②
国
道
1
4
3
号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル

整
備　
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
交
通
生
活
圏
・
経
済
圏
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

③
あ
お
き
っ
子
小
・
中
学
校

全
学
年
２
ク
ラ
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
元
気
で
心
豊
か

な
人
材
を
育
み
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
平
成

二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
み
な
さ
ま
の

ご
多
幸
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
村
政
推
進
の
た
め
に
、
み

な
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
国
道
1
4
3
号
青
木
峠
新

ト
ン
ネ
ル
建
設
に
向
け
た
県
の
調
査
が

開
始
さ
れ
、
今
年
度
は
地
質
調
査
を
実
施

中
で
あ
り
ま
す
。
上
田
地
域
と
松
本
・
安

曇
野
地
域
と
の
交
通
の
便
を
向
上
さ
せ

る
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
は
、
信
州
の
東

西
間
の
物
流
・
観
光
・
交
流
・
医
療
・
防

災
な
ど
各
機
能
の
飛
躍
的
な
発
展
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
着
工
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

道
の
駅
あ
お
き
は
国
土
交
通
省
よ
り

重
点
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
、
農
業
や
観
光

④
健
康
増
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
村
の
活
性
化
に

繋
げ
ま
す
。

　

以
上
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
柱

と
し
、
今
後
重
点
的
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

小
さ
な
自
治
体
に
と
り
ま
し
て
は

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
様
々
な
課
題
も
多
い

中
、
内
外
と
も
に
厳
し
い
環
境
で
は
あ
り

ま
す
が
、
課
題
解
決
の
た
め
本
年
も
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
村
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
き

活
躍
し
、
平
穏
で
安
心
で
き
る
年
と
な
り

ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
し
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

青
木
村
長　

北
村  

政
夫

～もっと元気で豊かな青木村へ～

第５次長期振興計画後期基本計画スタート!

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平成 29年 1 月号2



　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
平
成

二
十
九
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
で
は
、
大
方
の

予
想
に
反
し
て
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
し
、

日
本
政
府
が
進
め
て
来
た
環
太
平
洋
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

は
脱
退
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
進
め

る
二
国
間
協
定
交
渉
も
、
農
業
分
野
等
日
本
の
国
益

に
適
う
の
か
疑
問
で
す
。

　

ま
た
、
隣
国
韓
国
で
は
朴ぱ
く

槿く

恵ね

大
統
領
の
弾
劾
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
朴ぱ
く

氏
の
親
友
に
よ
る
国
政
介
入

疑
惑
は
韓
国
全
土
で
集
会
が
開
催
さ
れ
幅
広
い
層
の

市
民
に
支
持
さ
れ
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
り
た
い

と
い
う
空
気
が
参
加
者
の
間
に
あ
り
ま
し
た
。　

　

国
内
で
は
、
国
の
経
済
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
が

続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
は

引
き
続
き
厳
し
い
経
営
環
境
や
雇
用
情
勢
に
置
か
れ

て
い
る
現
状
で
す
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
決
議
で
も
、
中
小

企
業
振
興
対
策
の
拡
充
や
地
域
産
業
の
育
成
及
び
人

材
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
国
に
強
く
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

　

国
道
１
４
３
号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
の
積
極
的
な
要
望
活
動
の
外
、
沿
線

五
つ
の
市
、
村
の
建
設
促
進
議
員
連
盟
で
は
、
全
て

の
議
員
が
参
加
し
て
新
ト
ン
ネ
ル
建
設
に
向
け
て
活

動
を
展
開
し
、
着
工
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

地
震
等
の
自
然
災
害
時
の
第
一
次
緊
急
輸
送
路
や

救
急
医
療
機
関
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
生
活
、
経
済
、

観
光
振
興
等
計
り
知
れ
な
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
重
点
道
の
駅
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
道
の
駅

あ
お
き
は
、
産
業
、
観
光
、
交
流
等
多
機
能
な
拠
点

施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
村
議
会
と

し
て
も
道
の
駅
あ
お
き
高
機
能
拠
点
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
関
連
事
業
特
別
委
員
会
を
、
平
成
二
十
七
年
九
月

議
会
で
設
置
し
、
現
在
第
八
回
目
の
特
別
委
員
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
広
く
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

お
聞
き
し
、
事
業
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
青
木
村
の
教
育
目
標
は
、
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
供
の
育
成
を
目
指
し
子
供
と

向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
一
人
、
一
人
を
大
切
に

す
る
教
育
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
こ
の
様
な
活
動
が
評
価
さ
れ
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
昨
年
十
二
月
議
会
で
三
年
生
全
員

が
二
回
に
分
け
て
社
会
科
の
授
業
の
一
貫
と
し
て
一

般
質
問
を
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
感
想
に

「
村
議
会
の
皆
さ
ん
は
青
木
村
の
事
を
す
ご
く
大
切
に

し
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」。
ま
た
、「
僕
た
ち

中
学
生
や
小
学
生
、
保
育
園
と
い
っ
た
教
育
に
つ
い

て
も
村
と
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
下
さ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
こ
の
見
学
を
通
し
て
分
か
り
ま
し
た
」。

等
多
く
の
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
議
員
活
動
は
単
に
本
会
議
な
ど
の
会
議

に
出
席
し
議
案
の
審
議
な
ど
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
議
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る

政
策
形
成
監
視
機
能
等
を
十
分
に
発
揮
し
、
村
民
の

側
に
立
っ
て
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
議
員
活
動
を

展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議
長
新
年
の
ご
挨
拶

　
 　

　
　
　
　
　
　
　

青
木
村
議
会
議
長　

小
林 

和
雄
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未来へのメッセージ

未来へのメッセージを述べる増田健人さん

北村村長式辞

式典会場のようす

義民太鼓保存会による祝太鼓

未来の青木村を担うあおきっ子

　平成28年12月2日「新生 青木村六十周年記念式典」が文化会館において行われました。
　1957年（昭和32年）3月に旧浦里村（現上田市）の一部である当郷地区と合併して、
現在の青木村となってから六十周年を迎えました。
　村内外から約100人のみなさまのご出席をいただき青木村の節目をお祝いしました。
　式典では、義民太鼓保存会による祝太鼓、村長式辞、来賓祝辞、教育や文化などの分野で村の発展にご協
力をいただいたみなさまへの表彰、青木中学校三学年、生徒会長の増田健人さんによる、未来へ向けての
メッセージが発表され、更なる村の躍進を誓う式典となりました。

青木中３年　増田　健人
　僕は、保小中と青木村で過ごしてきて、現在15歳です。この15年間、青木村そし
て村民のみなさまに見守られながら成長してきました。青木村は、地域とのつなが
りがとても深いと思います。小学校の頃には、農村体験、あおきっ子合宿などの行
事、また児童センターにもお世話になりました。
　中学校でも、職場体験、アイリスセミナー、資源回収、こまゆみ祭での郷土芸能と、密に地域と関わってきました。どんな時
でも地域の方々の優しさを感じ過ごしてきたと思います。
　また、僕はこの一年間生徒会を運営してきました。「輪～つなげよう絆の輪、広げよう青木の輪」をスローガンに掲げ、全校
で挨拶の向上などを行っていくことを通じて、学校内だけでなく、地域にも明るい輪を広
げていけるよう活動してきました。今後の生徒会または世代をこえて、輪がつながってい
ければよいと思っています。
　昨年、青木村が住みたい村日本一に選ばれたとお聞きしました。そんな村に生まれ育っ
たことを幸せに、そしてほこりに思います。
　青木村は僕にとって故郷であり、これからも10年、20年、その先もずっと青木村として
続いていってほしいと願っています。
　大人になり、結婚し、子どもができたとき、「青木村っていいところだ！」と心の底から
言えるようにこれからも青木村と共に、がんばっていきたいです。

（紙面の都合上割愛をしております）

六
十
周
年 

記
念
式
典
開
催

新
生
青
木
村

平成 29年 1 月号4



賞状授与受賞者を代表して謝辞を述べる小川原辰雄氏

受賞された皆さま  （敬称は省略させていただきます）

栗　木　悦　郎 〈株式会社栗木組代表取締役〉　

一般功労表彰

善行功績表彰

　感謝状　　  青木村営プール改修工事に尽力され優秀な技術と誠実な施工により施設建設に貢献された功績

教 育 功 労 本　田　昌　彦 多年にわたり青木村教育委員長として教育の振興に尽くされた功労

教 育 功 労 塩　澤　真由美 多年にわたり青木村教育委員として教育の振興に尽くされた功労

文 化 功 労 沓　掛　貞　人 多年にわたり青木村の文化財保護、義民史文化の振興、村史研究に尽くされた功労

文 化 功 労 櫻　田　義　文 多年にわたり青木村郷土美術館長をはじめ村の美術、文化の振興に尽くされた功労

社会教育功労 清　水　正　夫 多年にわたり青木村スポーツ推進委員として地域のスポーツ振興に尽くされた功労

交通安全功労 小宮山　克　子 多年にわたり青木村交通指導員として交通安全運動の推進に尽くされた功労

社会福祉功労 丸　山　和　敏 〈社会福祉法人 大樹会理事長〉
多年にわたりラポートあおきを拠点に青木村の高齢者福祉、介護福祉サービスの向上に
貢献された功労

社会福祉功労 沓　掛　久　矩 多年にわたり青木村身体障害者福祉協会長及び結婚相談員として地域福祉の向上に尽
くされた功労

社会福祉功労 増　田　奈香子 多年にわたり青木村主任児童委員及び民生児童委員として児童福祉の向上に尽くされ
た功労

社会福祉功労 沓　掛　昭　子 多年にわたり青木村主任児童委員として児童福祉の向上に尽くされた功労

社会福祉功労 堀　内　方　子 多年にわたり青木村赤十字奉仕団活動をはじめ地域福祉の向上に尽くされた功労

小川原　辰　雄 〈名誉村民〉 永年にわたり収集された貴重な昆虫標本、図鑑図書等資料を多数寄贈　
され教育文化の向上に貢献された功績

宮　原　　　毅 〈名誉村民〉 奨学金として多額の寄附をされ村の発展に貢献された功績

宮　原　信　之 〈学 校 医〉 奨学金として多額の寄附をされ村の発展に貢献された功績

髙　栁　　　昇 奨学金として多額の寄附をされ村の発展に貢献された功績

五　味　　　 〈青木運輸倉庫株式会社代表取締役〉
多額の寄附をされ村の発展に貢献された功績

増　田　公　男 〈株式会社キャステク代表取締役社長〉
多額の寄附をされ村の発展に貢献された功績

鈴　 木　　　 哲 〈有限会社東郷堂代表取締役社長〉
自動体外式除細動器を寄附され村の安全安心に貢献された功績

都　 筑　 清　 彦 〈株式会社都筑製作所取締役相談役〉
災害時用発電機を寄附され村の安全安心に貢献された功績
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青木村地域自然エネルギー研究協議会  研究報告②
（仮称）青木村自然エネルギー
　　　　　防災発電タワー建設進む！
　村と商工会、村内企業、金融機関、大学などが連携し平成28年４月に発足した、青木村地域自然エネル
ギー研究協議会ですが、このほど風力発電と太陽光発電を組み合わせた自然エネルギー発電システムの試
作品第１号が完成し、実証実験場を兼ねた、「（仮称）青木村自然エネルギー防災発電タワー」の建設が道
の駅あおき内で進められています。今回の試作品の特徴について報告いたします。　

１．発電能力
①タワー型の発電装置（面積16㎡高さ12Ｍ）
②狭い面積で高い発電能力（１日あたり８キロワット～13キロワット）参考10キロワットが一般家庭の１日

あたりの消費量
③風力発電１日３キロワット（プロペラ方式ではなく直線翼方式、風の方向に関係なく効率的に発電）
④太陽光発電１日５キロワット～10キロワット（ソーラーパネル50枚を搭載）

２．発電した電力の使用用途
①道の駅あおきの災害時に電力供給
②スマホ・携帯電話の充電器口の設置　10口
③ラジオ装備　10台
④湯沸し装置
⑤電気自動車充電器へ電気送電
⑥蓄電池
⑦売電（通常時）

３．施設の安全性
①風力15m／秒までは安全に発電
②風力60ｍ／秒までは、安全性確保
③震度７までの安全性確保

　建設される、タワーについて公募にて正式名称を募集する予定です。

建
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る（
仮
称
）防
災
発
電
タ
ワ
ー

試
作
品
の
模
型
10
分
の
１
サ
イ
ズ

日頃、議会活動にご理解、ご協力をいただきましてありがとうございます。
この度、村民の皆様に日頃の議会の活動状況を知っていただくため、議会と語る
会（議会報告会）を開催いたします。
議会が村民の皆様に直接、報告・説明し、議会活動や村政に対するご意見やご提
言などをうかがい、議会審議への活用や今後の議会活動に生かしてまいります。

どなたでも参加できます。お誘い合わせのうえ、お気軽にお出かけください。
主催：青木村議会　お問い合わせ：青木村議会事務局　☎・情  49-0111

【開催スケジュール】

青木村議会から  議会と語る会開催のお知らせ

開催日時 会　　場 対象地区

１月25日㈬
午後7時00分から 青木村文化会館　２階　講堂 全地区（全住民）

青
木
村

あ
っ!!

平成 29年 1 月号6



信州青木村 Vol.21地域おこし隊通信
新年を迎えて

こたつ、テレビにお雑煮、ミカン、そして寝る……。 寝正月も素敵で
すよね!?。むしろ寝正月があるからこそ、また仕事も頑張ることが出
来るのかもしれません。

●最良の剪定とは…

賀
正
賀
正

今月の
おこしごと

　ふるさとへの想いを手作りCMに
詰めて競い合う祭典ふるさとCM大
賞NAGANO。「Uターン同級生」の
山浦さんにお誘いいただき村長と共
に撮影に参加、応募していた作品が
前年に引き続き最終審査に残りまし

　1/19㈭に青木村郷土美術館でワンコイン講座の
講師をすることになりました。講座名は「アニメー
ション背景美術から学ぶ水彩風景画の裏ワザ」。
　アニメーションの背景画には水彩画を描くとき
時に役立つ裏ワザがいろいろあります。今回は空の
描き方を中心にその技法をお伝えします。下書きを
コピーしてある紙に小学校の時に使用したような
不透明水彩絵具で描いていきますので、塗り絵感覚
で楽しめると思います。お問合せ・お申込みは青木
村郷土美術館（情・☎ 49-3838）まで。1/15締
切りです。

　庭木の剪定でもっとも大切なのが枝ぶりです。どうしても輪郭や葉に目を奪われしまいが
ちですが庭木の見栄えは何と言っても枝の振りなのです。枝の振りをどれだけ上手に、そし
て低く誘導していくかが庭師の腕の見せ所になります。最近では鋏が入っているのにも関わ
らず孫枝が上がってしまった庭木をお見かけする事があります。本来は手入れをしないと孫
枝が上がってしまう…だから鋏を入れて孫枝が上がらないよう低く抑えるため鋏を入れてい
るはずなのですが。
　また孫枝が間引かれずに表面だけ鋏が入れられた庭木も多く見かけます。枝造りの庭木を
下から眺めた時に枝葉の隙間から空が見えるのが望ましいのですが枝と葉が密集していて空
が見えない庭木があります。枝と枝が近づき過ぎていると病気、害虫被害の危険が飛躍的に
高まります。そしてなにより本来の目的である庭木
鑑賞の楽しみが半減してしまいます。枝と葉が上手
に透かされ、その隙間から青空や遠くの山が見える
ような状態、そうした空間全体の景色（ランドスケー
プ）を楽しむことが庭木本来の目的であり、一番の
醍醐味であると思います。

●祝「ふるさとCM大賞」審査委員賞受賞！

●郷土美術館で
　　アニメ背景美術講座

た。今回は48市町村から105作品の
応募があり22作品が最終ノミネー
ト、と前回より激戦でした。
　最終審査では撮影したCMが流れた後に約3分間のパフォーマンスタイム
があります。今回はテレビショッピング風のCMの続きの設定で、小林隊員

が司会者になり観客の前で「そば焼酎たち茜」の説明をする内容。
かなりの長ゼリフだったので仕事の合間にもブツブツ、家に帰っ
ても妻に相手をしてもらい毎日練習しました。その甲斐あって
本番では何とかセリフを飛ばさずに演じられました。
　気になる最終審査の結果は…なんと今回は審査委員賞を受
賞！！今年、長野朝日放送で年間30回放送されます♪
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納税申告相談
2月16日㈭〜 3月15日㈬

　今年もまもなく所得税・住民税の申告をして頂く
時期になります。
　申告の期間は、2月16日㈭から3月15日㈬までと
なっています。忘れずに申告しましょう。

　◆ 所得税の申告が必要な方

【事業所得や不動産所得のある方】
・各種所得の合計額が、各種控除の合計額より多

い方
【給与所得がある方】
・平成28年分の給与収入が2千万円を越える方
・給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が

20万円を越える方
・2 ヶ所以上から給与を受けている方で、年末調整

をされなかった給与の収入金額と給与所得や退
職所得以外の合計所得金額が20万円を越える方

【医療費控除等により還付を受けようとする方】
・還付申告する場合には、給与や退職所得以外の

所得の合計額が20万円以下であっても、それら
を含めて計算します。

　◆ 村県民税の申告が必要な方

【平成29年1月1日現在、青木村に住所のある方】
※なお、次に該当する方は申告義務がありません。
・給与所得者などで給与以外に収入がなく、年末

調整の内容に変更のない方
・所得税の確定申告書を提出された方
・平成28年中に収入がなく、同居している親族の

扶養となっている方
※ただし、申告義務のない方でも以下のような場

合は申告をしてください。
・各種所得控除を受けようとする方
・国民健康保険・後期高齢者医療保険等に加入して

いる方
・公営住宅の申込み・金銭借入の手続きなどの受

給手続などで所得証明書等が必要となる方

月　日 地　区
2 月16 日 ㈭ 殿戸

17 日 ㈮ 青木

20 日 ㈪ 当郷（第 1・第 2）　

21 日 ㈫ 当郷（第 3・第 4）

22 日 ㈬ 当郷（第 5・第 6・第 7）

23 日 ㈭ 村松（東）

24 日 ㈮ 村松（中）

27 日 ㈪ 村松（原久保）

3 月 2 日 ㈭ 村松（生地）

3 日 ㈮ 入田沢　午前：原池・弘法
　　　　午後：洞・木立・きだち団地

 6 日 ㈪ 中村

7 日 ㈫ 中挾

8 日 ㈬ 下奈良本

9 日 ㈭ 入奈良本

10 日 ㈮ 沓掛

13 日 ㈪ 夫神

14 日 ㈫ 細谷

納税申告相談 地区割 日程表

場　　所　青木村役場  2階  会議室
受付時間　午前8時30分〜 午後4時30分
持 ち 物　
　　①所得金額の計算に必要な帳簿、書類、領収書
　　②生命保険、旧長期損害保険、地震保険、社会保険
　　　料等の支払証明書（国民年金保険料を社会保険料
　　　控除として）申告される方は「社会保険料（国民
　　　年金保険料）控除証明書」の添付又は提示が義務
　　　付けられていますのでご注意ください。
　　③給与所得、公的年金の源泉徴収票
　　④印鑑
　　⑤納付で口座振替を希望する方は、申告者ご本人名
　　　義の預貯金口座番号が分かるものとその通帳印
　　⑥還付申告となる方は、申告者ご本人名義の預貯金
　　　口座番号が分かるもの
　　⑦個人番号カード。お持ちでない方は通知カード
　　　と身元確認書類（運転免許証等）
　　⑧税務署から申告書が郵送された場合はその用紙

平成 29年 1 月号8



税務署からのお知らせ

【社会保障・税番号（マイナンバー）制度】
　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平・
公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導入されました。
　平成28年分以降の所得税及び復興特別所得税や贈与税の申告書の提出の際には、

　　　　　　　　マイナンバー（12桁）の記載が必要です！

　　　　　　　　本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です！

【本人確認（番号確認及び身元確認）を行うときに使用する書類の例】
　例１▶個人番号カード（番号確認と身元確認）
　例２▶通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被保険者証など（身元確認）
　　　　　　※控除対象配偶者及び扶養親族の方の本人確認書類の提示又は写しの提出は不要です。

【公的年金等を受給されている方へ～確定申告不要制度のお知らせ～】
　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下であるときは、所得税の確定申告書を提出する必要はありません。
※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。
　なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失や雑損失の繰
越控除など）の適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。

●国税庁ホームページから電子申告
　　自宅から国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して、e-Taxに送信できます
　　（確定申告書等作成コーナーは「確定申告特集ページ」からご覧ください）。

●添付書類を提出省略
　　所得税の確定申告をe-Taxで行う場合、医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力し

て送信することにより、これらの書類の提出又は提示を省略することができます（法定申告期限から
5年間、税務署から書類の提出又は提示を求められることがあります）。

●還付金がスピーディー
　　e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています（3週間程度に短縮）。

●24時間いつでも利用可能
　　所得税の確定申告期間中は、24時間 e-Taxの利用が可能です（メンテナンス時間を除く）。

＊e-Taxの利用に際しては、電子証明書の取得、ICカードリーダライタの購入など事前準備が必要です。

●その他、確定申告に関するお問合せは、上田税務署　☎22-1234　まで
●国税に関する情報収集や電子申告、確定申告書の作成に関することは、
　国税庁ホームページ （ http://www.nta.go.jp/ ） をご利用ください。

所得税の確定申告は「e-Tax」をご利用ください（メリット）

1、 社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について

2、 公的年金等受給者に係る確定申告不要制度
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
♪
♪

♪
♪

1月15日㈰
結 婚 相 談

午後1時〜4時
場所 : 老人福祉センター

1月12日㈭
弁護士法律相談

午後1時～3時/先着４名・要予約
場所：老人福祉センター

　
内
容　
お
面
づ
く
り

　
持
ち
物　
の
り
・
は
さ
み

時
　
間　
午
前
十
時
～
十
一
時
半

場
　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
お
子
さ
ん
用
の
飲
み

物
（
麦
茶
等
）

　
当
日
は
九
時
四
十
五
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催
日
の

一
週
間
前
ま
で
に
住
民
福
祉
課

保
健
師
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
・
精
神

保
健
福
祉
士
が
応
じ
る
「
心
の

健
康
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日

一
月
十
日
㈫
・
一
月
二
十
四
日
㈫

時
間　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

場
所　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
各
回
一
人
～
二
人
）

で
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
住
民

福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
０
歳
～
未
就
園
の
子
ど
も
さ

　
「
男
性
の
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
家
で
も
作
れ
る
内

容
で
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
広
が
り
ま
す
。
男
性
の
方
で

料
理
に
興
味
の
あ
る
方
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
第
十
回

日
時　
一
月
三
十
一
日
㈫

時
間　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

場
所　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
実
習
室

参
加
費　
四
百
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

　
　
　
　
タ
オ
ル

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
十
七
日
㈮
ま
で
に
、
住
民
福

祉
課
保
健
師
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
を
対
象
に
「
わ
く
わ
く
広

場
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
月
と
二
月
の
お
知
ら
せ
で
す
。

●
日
時　
一
月
十
七
日
㈫

　
内
容　
お
正
月
遊
び

●
日
時　
二
月
一
日
㈬

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
「
転
倒
予
防
」
と
「
認
知
症

予
防
」
を
目
的
に
、
全
地
区
の

六
十
歳
～
七
十
四
歳
の
方
（
男

女
）
を
対
象
に
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

●
第
十
回　

日
時　
一
月
十
七
日
㈫

　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
所　
文
化
会
館　
講
堂

持
ち
物　
水
分
補
給
の
た
め
の

飲
み
物

　

送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前

日
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方
を

ん
の
身
長
・
体
重
測
定
や
育
児

相
談
等
に
保
健
師
が
応
じ
る
母

子
相
談
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食（
幼

児
食
）
の
相
談
も
あ
り
ま
す
の

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
一
月
二
十
七
日
㈮

時
間　
午
前
九
時
～
十
二
時

（
離
乳
食
相
談
は
九
時
半
～

十
一
時
半
ま
で
）

場
所　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
手
帳

問
　
住
民
福
祉
課
保
健
師

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

支
え
合
い
に
つ
い
て
学
ぶ
「
脳

力
ア
ッ
プ
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

●
第
三
回　

日
時　
一
月
三
十
日
㈪

　
午
後
十
時
～
十
二
時

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室

内
容　
講
演
会

「
認
知
症
を
早
期
に
対
応
す
る

た
め
に
知
っ
て
お
く
こ
と
」

講
師　
広
島
都
市
大
学　
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

作
業
療

法
学
専
攻　
谷
川　
良
博
氏

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
一

月
二
十
七
日
㈮
ま
で
に
、
地
域

住
民
福
祉
課

男
性
の
料
理
教
室

脳
力
ア
ッ
プ
教
室
の
お
知
ら
せ

脳
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

わ
く
わ
く
広
場

心
の
健
康
相
談

母
子
相
談・離
乳
食
相
談

対
象
に
、
三
才
山
病
院
よ
り
講

師
を
お
迎
え
し
、
筋
力
ア
ッ
プ

の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
第
十
回　

日
時　
一
月
十
八
日
㈬

　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
所　
文
化
会
館　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の

飲
み
物

　
参
加
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
送
迎
を
希
望
さ
れ

る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

筋
力
ア
ッ
プ
ほ
き
ぼ
き

教
室
の
お
知
ら
せ

胃・大腸検診のお知らせ
　1月12日・13日・19日・20日の4日間、保健セ
ンターで胃・大腸検診を行います。申し込みをされ
た方は、個人通知で受診日を確認の上、検診につい
ての注意をよく読んで受診してください。検診料
金は、胃検診は500円、大腸検診は無料です。胃検
診を受ける方は、「胃がん検診受診に関する同意書」
に記入して当日ご提出ください。
【お問合せ先】住民福祉課保健師
　　　　　　 情  49-3132　☎ 49-0111

平成 29年 1 月号10



♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

青木村 燃やせるごみ排出量

平成28年11月分 平成27年11月分 前年対比

40,910 Kg 37,050 Kg 110.42%

　11月分の燃やせるごみ排出量です。前年に比べ1割増えて
しまいました…。生ごみは堆肥化して再利用するか、充分乾
燥させてから出すことで重さを大幅に減らすことができま
す。
　燃やせるごみの増加は焼却に掛かる費用や今後予定され
ている統合クリーンセンター建設費用の青木村分の増額に
直結します。皆さんでごみの減量をすすめましょう!

（敬称略）

★昭和９年、10年生まれの同級生を代表して
（高柳さん、沓掛さん）2名の方から寄付金と
して23,358円をいただきました。いただいた
寄付金は善意銀行に預託し、広く社会福祉の
推進事業に役立たせていただきます。

★12月６日長野県理容生活衛生同業協会上小
支部の窪田健二さんが来所され、歳末助け合
い募金とタオル、雑巾などのご寄付をいただ
きました。毎年ご寄付をいただいており、今年
も社会福祉のため活用させていただきます。

担  当  地  区 氏　　名 担  当  地  区 氏　　名
当　郷　第１．第２．第３ 宮 下 美 津 子 下奈良本 池 内 康 美
当　郷　第４．第５．第６．第７ 山 口　 晶 次 入奈良本 堀 内 律 男
村　松　東、中 本 田 光 芳 沓　　掛 工 藤 朝 子
村　松　西、原久保 沓 掛 明 子 夫　　神 青 木 静 夫
入田沢　洞、木立、木立団地 岩 崎 郁 子 細　　谷 工 藤 三 枝 子
入田沢　原池、弘法 小 林 か つ い 殿　　戸 小 林 俊 男
中　村 宮 原　 征 子 青木　第１ 古 見 公 弘
中　挾 深 澤　 の り 子 青木　東部 西 戸 陽 子

主任児童委員 塩 澤 真 由 美

　改選により新しい民生児童委員さんが就任されました。 任期は平成31年11月30日までです。

☆給付金の申請先
原則として、基準日（平成28年1月1日）に、青木村に住民票をおいて
いた方は青木村が申請先です。
基準日より後に転入された方は、平成28年1月1日現在の住民登録市
区町村へ申請することとなります。

※ご注意
　「臨時福祉給付金」や「障害・遺族年金受給者向け給付金」の振り込
め詐欺や個人情報の搾取にご注意ください。不審な電話や来訪者が
あった場合は、その場で対応せず役場までご連絡をお願いします。

平成28年度臨時福祉給付金と障害・遺族年金受給者向け給付金の
申請受付のご案内

青木村民生児童委員が改選されました

申請時期等について
　二つの給付金とも、8月末に対象と思われる方(世帯)に申請書を郵
送しています。対象者の方は、平成29年3月1日㈬までに必要書類を添
えて、郵送又は直接役場受付にお持ちください。
※平成29年3月1日を過ぎると給付金が受け取れなくなります。ご注

意ください。

☆臨時福祉給付金
●給付対象者
　　平成28年度分の住民税が課税されない方が対象です。
　　ただし、住民税において課税者の扶養親族になっている方や、生

活保護の受給者である方は対象外です。
●給付額
　　給付対象者1人につき3,000円です。
　　※「高齢者向け給付金」の支給対象者も受給できます。

☆障害・遺族年金受給者向け給付金
●給付対象者
　　平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者で、平成28年５月分の障

害基礎年金・遺族基礎年金等を受給している方が対象です。
●給付額
　　支給対象者１人につき30,000円です。
　　※「高齢者向け給付金」を受給した方は除きます。

【お問い合せ先】　住民福祉課住民福祉係　☎ 49-0111　情  49-3132

平成28年12月 

社 協 だ よ り

11広報あおき　454号



下
さ
い
。
入
居
要
件
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。（
若
者
定
住
促
進
住
宅
に

つ
い
て
は
、
抽
選
の
前
に
申
込

書
と
は
他
に
別
に
定
め
る
書
類

審
査
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
戸
数　
一　
戸

構
造　
木
造
平
屋
建

家
賃　
一
ヶ
月　
四
万
五
千
円

募
集
戸
数　
一　
戸

構
造　
Ｒ
Ｃ
造

家
賃　
一
ヶ
月　
四
万
五
千
円

問  

建
設
産
業
課
商
工
観
光
係

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

情
　
四
九
―
三
一
三
一

　
青
木
区
に
あ
り
ま
す
若
者
定

住
促
進
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
入

居
予
定
者
の
所
得
証
明
書
、
住

民
票
、
納
税
証
明
書
を
添
え
て
、

一
月
十
三
日
㈮
午
後
三
時
ま
で

に
建
設
産
業
課
へ
お
申
込
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
る
ほ
か
、
年
齢
、

所
得
・
納
税
の
状
況
、
単
身
世

帯
等
申
込
を
受
付
け
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

　
左
記
に
よ
り
囲
碁
・
将
棋
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
腕

試
し
に
、
ま
た
友
人
と
の
交
流

の
場
と
し
て
ぜ
ひ
大
勢
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時　
二
月
五
日
㈰

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

場
所　
青
木
村
文
化
会
館

一
階
第
二
研
修
室

参
加
費　
無
料
（
お
弁
当
を
事

務
局
へ
お
願
い
す
る
方
は
昼
食

代
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

締
切　
二
月
二
日
㈭

問
　
青
木
村
公
民
館

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

　
上
小
地
域
四
市
町
村
で
年
間

を
通
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
」
の
冬
の
部
が
左
記
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
♪
♪

♪
♪

建
設
産
業
課

信州うえだ農協・郵便局

1月25日㈬
その他の金融機関

1月31日㈫

今月の納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。

舞
台
団
地

若
者
定
住
促
進
住
宅
入
居

者
募
集
の
お
知
ら
せ

青
木
中
央
第
二
団
地

教
育
委
員
会

囲
碁・将
棋
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
九
年

書
初
め
大
会
の
お
知
ら
せ

日
時　
一
月
七
日
㈯

九
時
～
十
四
時
三
十
分

会
場　
上
田
市
市
民
の
森

ス
ケ
ー
ト
場

内
容　
ス
ケ
ー
ト
講
習
会
や
ス

ケ
ー
ト
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
き
の
こ
汁
の
ふ
る
ま
い

も
あ
り
ま
す
。

入
場
料　
無
料

（
貸
靴
代
は
別
途
か
か
り
ま
す
。）

問
　
上
田
市
教
育
委
員
会

　
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎
　
二
三
―
六
三
七
二

◆参加対象者…平成29年3月　大学院・大学・
短大・高専・専修学校・能力開発校卒業予定
&大学等既卒者（卒業後概ね3年以内）の方
※既卒3年以内の方が応募可能な求人も多
くあります。&一般の求職活動中の方

◆日時…平成29年2月10日㈮13時〜16時
（受付12時30分〜）

◆会場…上田東急REIホテル（旧上田東急イン）
3F国際21クリスタルホール

　※上田駅温泉口徒歩1分
　　（上田市天神4-24-1　☎24-1401）
◆参加事業所…上田地域に所在する事業所、

もしくは上田地域から通勤可能な就業事業
所70社程度

◆お問合わせ先…ハローワーク上田　学卒係
　☎23-8609

上田地域
就職面接会

事前申込不要
入退場自由

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

2
0
1
6
　
冬
の
部

「
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
ま

つ
り
」の
お
知
ら
せ

　
毎
年
恒
例
の
書
初
め
大
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
講
師
の
先
生
方
に
書
道
の
基

本
か
ら
丁
寧
に
御
指
導
い
た
だ

き
ま
す
。
冬
休
み
の
宿
題
や
書

道
の
上
達
を
目
的
と
し
て
、
大

勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
一
月
六
日
㈮

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
ま
で

場
所　
文
化
会
館
二
階
講
堂

対
象
者　
小
学
生
以
上
の
方

参
加
費　
無　
料

持
ち
物　
書
道
道
具
一
式
、
お

手
本
な
ど

＊
十
二
月
二
十
五
日
㈰
ま
で
に

左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
　
青
木
村
公
民
館

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

　アニメーション背景会社でご活躍されていた小林弘和さんを講師
にお迎えし、水彩風景画の筆の使い方や色の塗り方を学びます。
●期日…１月19日㈭　●時間…９時30分〜14時
●場所…郷土美術館喫茶室　●会費…1,300円（材料費等含）
●定員…15名　●申込〆切…１月15日㈰

大人のた
めの

ワンコイ
ン講座

青木村郷土美術館からのお知らせ

「アニメーション背景美術から学ぶ
水彩風景画の裏ワザ」講座

募集

【お問合わせ先】青木村郷土美術館　☎・情  49-3838

平成 29年 1 月号12



1 日 元旦
2 月 成人式
4 水 役場仕事始め
6 金 書初め大会

7 土 上小スポーツレクレーション祭2016冬の部
（上田市　市民の森）　希望保育

8 日 消防出初式
9 月 成人の日
10 火 小・中3学期始業式 / 心の健康相談13：30 ～
12 木 胃・大腸検診 8：00 ～
13 金 胃・大腸検診 8：00 ～
14 土 希望保育
15 日 スキー・スノーボード教室

17 火 わくわく広場 10：00 ～
脳と体のストレッチ教室⑩ 13：30 ～

18 水 健康相談　10：00 ～
筋力アップほきぼき教室⑩ 13：30 ～

19 木 赤ちゃんのためのおはなし会 10：30 ～
胃・大腸検診 8：00 ～

20 金 胃・大腸検診 8：00 ～
21 土 希望保育
24 火 心の健康相談 13：30 ～

25 水 議会報告会 19：00 ～
1・6才児健診 13：15 ～

27 金 母子相談 9：00 ～
離乳食相談 9：30 ～

28 土 希望保育
30 月 脳力アップ教室③ 10：00 ～

31 火 給与支払報告書・償却資産報告書提出期限
男性の料理教室 10：00 ～

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

甲種防火管理講習会の開催について

退職前高齢者生きがい就業体験講習受講者募集

上小地域の安全・安心まちづくり地域大会

　上田地域広域連合消防本部で甲種防火管理再講習を開催します。
甲種防火管理再講習の対象者は、甲種防火管理新規講習修了者で収容人員が300
名以上の特定防火対象物の甲種防火管理者です。（甲種防火管理再講習は、防火管
理者すべての方に受講義務があるわけではありません。）該当しているか否かな
ど、詳細については最寄りの消防署にお問い合わせください。
◆とき…平成29年2月27日㈪　午後1時00分〜午後4時00分ごろまで
◆ところ…上田市中央公民館　3階会議室
◆定員…約80名（定員に達し次第、締め切りとなります。）
◆受講料…上小防火管理者協議会会員　1,500円／一般…2,000円
◆申込み…上田地域広域連合消防本部予防課又は丸子・真田・依田窪南部・東御消
防署の各署受付窓口へ。1月30日㈪午前9時から受付開始（電話での申込みはで
きません。）

【問い合わせ先】●上田地域広域連合消防本部予防課査察指導担当…☎26-0029
●上田中央消防署…☎26-0019●上田南部消防署…☎38-0119
●上田東北消防署…☎36-0119●川西消防署…☎31-0119

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載さ
れていない行事については、生涯学習カレンダーをご覧いた
だくかもしくは、各担当へご連絡ください。

〈一月〉 信州の観天望気　「蛙の冬眠が浅いと冬暖かい」
文責：岩渕 登喜夫

　気象変化の激しい冬の信州には気象に関する多くのこと
わざが、雪深い奥信濃を中心に数多く残されている。
　一月は中国大陸の高気圧が発達し冬型の気圧配置が固定
して、晴れて朝晩の気温は低く、氷点下十度前後まで下がり

「大寒」頃から強い冷え込みの日が多い。
　このような冷え込みを東信地方では「シミル」、北信では

「カンジル」と言っている。
「大凍

ジ
みは三日続かぬ」

　と言われるように、冬型の気圧配置による季節風の強い
日は冷え込みが強いが、永続するのではなく、三日から四日
続くと寒気がゆるむことが多い。これは朝鮮半島から中国
東北部（満州）一帯の「三寒四温」と言って、三日寒い日が
続くと四日暖かくなることわざと共通している。
　大寒の頃の冷え込みは生活に大きな負担になっている
が、寒天や凍み豆腐製造は寒さと晴天を利用した信州特有
の産業である。
　昨年のようにエルニーニョ現象が出現すると暖冬でス
キー場の雪不足、デパートの暖房用品は売れず、水力発電

今月のおもな行事予定

にも影響を及ぼした。特に、顕著であった昭和四十七年と
四十八年の二年続きの暖冬の時からスキー場には人工雪マ
シンが多く設置されるようになったと記憶している。冬は
冬らしく、寒く雪の降る地方は雪がないと不安を覚える。そ
こで、冬の長期予報の天気ことわざがある。

「蛙の冬眠が浅いと冬暖かい」(上田・小県) 
「冬眠する蛙が浅いところにいれば暖冬、深いところにい
れば寒冬」
　豪雪地帯の飯山地方はカマキリの巣を作る位置によっ
て、その冬の寒さと雪の量を予測し、雪害対策の準備をする
と昔の国鉄職員は言っていたことを思い出す。
　意味:雪の量が多い冬はカマキリの巣が高いところに作
り、少ない時は低いところに造ると言われる。今年は蛙は浅
いところに、カマキリは低いところに巣を作っているだろ
うか?
　自然の動植物の一連の動向は天気や季節の進み具合を
黙って教えてくれる貴重な教科書である。

◆日時…平成29年2月5日㈰13:10～15:45（開場12:30）
◆場所…東御市文化会館　サンテラスホール（東御市常田505-1）
　①北御牧小学校音楽クラブによる合唱（13:10～）
　②長野県防犯ポスターコンクール表彰伝達式（13:45～）
　③上田千曲高校演劇班による特殊詐欺被害防止の演劇（14:00～）
　④ステップ総合研究所所長 清永奈穂先生による防犯講話（15:00～）
主催/上小防犯協会連合会・依田窪防犯協会連合会
共催/上田警察署・上田市・東御市・長和町・青木村

【問い合わせ先】上田警察署生活安全課　☎0268-22-0110

　本講習は①退職後の方々が、自らの退職後等の雇用・就業、生活設計を考える際
の参考にして頂くこと②シルバーの会員拡大などに資することを目的としてい
ます。
◆講習名…退職前高齢者等生きがい就業体験講習
◆講習内容…①座学：これからの働き方と年金について②実習：刃物研ぎ
◆講習日…平成29年2月21日㈫
◆対象…定年など退職前後の、概ね55～65歳位の方。シルバー会員可。
◆定員…20名（応募者多数の場合は選定させていただきます。）
◆講習場所…上田地域シルバー人材センター　◆受講料…無料
◆募集期間…平成29年1月16日㈪～2月3日㈮

【問い合わせ先・申し込み先】上田地域シルバー人材センター　☎23-6002
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交
付
金
等
を
積

極
的
に
活
用
し

個
人
・
企
業
等

の
農
業
参
入
支

援
の
体
制
整
備

を
考
え
て
い
か

ね
ば
な
ら
な

い
。

　

青
木
村
も
農

業
委
員
会
、
行

政
、
農
協
な
ら
び
に
産
業
団
体
と
一
体

と
な
り
立
地
条
件
を
生
か
し
た
作
物
等

の
生
産
向
上
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

小
林　
久
訓

　

今
年
度
の

視
察
研
修
で

は
、
は
じ
め
に

飯
島
町
の
「
月

誉
平
栗
の
里
」

へ
訪
れ
、
平
澤

代
表
理
事
に

話
を
伺
っ
た
。

先
人
が
開
拓

し
た
広
大
な

農
地
が
荒
廃
し
、「
な
ん
と
か
し
な
け
れ

ば
」
と
の
思
い
か
ら
栗
の
作
付
け
を
始

め
、
地
主
全
員
の
賛
同
を
得
た
う
え
で

農
地
全
て
の
再
生
・
整
備
に
成
功
し
た

と
の
こ
と
。
栗
園
は
広
大
な
土
地
に
碁

盤
の
目
の
よ
う
に
作
付
け
さ
れ
、
綺
麗

に
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
は
飯
田
市
の
上
久
堅
地
区
農
業

振
興
会
議
に
て
、
こ
ち
ら
も
遊
休
農
地

解
消
に
つ
い
て
田
中
会
長
か
ら
お
話
し

い
た
だ
い
た
。
遊
休
農
地
で
栽
培
し
た

大
豆
や
人
参
と
い
っ
た
作
物
を
ブ
ラ
ン

ド
化
し
、
広
範
囲
に
渡
り
解
消
に
成
功
。

ま
た
、
弁
当
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
、

高
齢
者
の
健
康
・
安
否
確
認
も
行
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

　

双
方
と
も
遊
休
農
地
解
消
で
表
彰
さ

れ
て
い
る
だ
け
あ
り
、
書
き
尽
く
せ
な

い
ほ
ど
の
ア
イ
デ
ア
と
活
気
が
感
じ
取

れ
、
青
木
村
で
も
見
習
う
点
の
多
い
素

晴
ら
し
い
研
修
と
な
っ
た
。花

見　
雄
二

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
青
木
村
農
業
委
員
会

と
し
て
村
の
農
業
振
興
に
尽
力
し
て
い

き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
も
青
木
村
機
械
作
業
受
託
組
合

の
皆
さ
ん
に
転
作
農
地
等
で
ソ
バ
栽
培

を
し
て
い
た
だ
き
有
難
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
台
風
で
実
が
落
ち
て
し
ま

い
減
収
だ
っ
た
と
の
事
。
長
雨
も
あ
り

稲
の
刈
り
取
り
、
脱
穀
等
に
影
響
が
出

て
大
変
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ハ
ゼ

も
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
し
ま
い
、
掛
け

直
し
を
さ
れ
た
農
家
も
何
軒
か
あ
り
、

余
計
な
手
間
で
困
っ
た
秋
で
し
た
ね
。

　
Ｊ
Ａ
さ
ん
か
ら
は
来
春
の
肥
料
、
種
、

資
材
の
注
文
書
が
届
き
、
記
入
し
て
役

員
さ
ん
宅
へ
届
け
た
と
こ
ろ
で
す
。
年

齢
の
せ
い
か
一
年
が
短
く
感
じ
ら
れ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

Ｙ
・
Ｋ

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
当
農
業
委
員
会
を
代
表
し
、
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常

気
象
の
為
、
夏・秋
野
菜
や
果
樹
と
い
っ

た
作
物
に
影
響
が
出
た
一
年
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
全
国
は
も
と
よ
り
青
木
村
で

も
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
等

の
傾
向
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
加
が
目
立
つ
中
、

国
で
は
食
料
の
自
給
率
向
上
に
力
を
入

れ
、
中
山
間
地
で
は
考
え
ら
れ
な
い
無

理
難
題
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
難
題
を
解
決
に
導
く
為
に
も
、
少
し

で
も
多
く
の
農
地
が
有
効
活
用
い
た
だ

け
ま
す
様
願
う
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、

一
九
五
一
年
（
大
正
十
三
年
）
発
足
以

降
六
十
六
年
続
い
た
農
業
委
員
会
の
組

織
・
制
度
が
大
転
換
を
迎
え
ま
し
た
。

青
木
村
で
は
、
平
成
二
十
九
年
七
月
よ

り
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
で
構
成
さ
れ
た
組
織
が
誕
生
の
予

定
で
す
。

　

後
先
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
農
業
委

員
会
で
は
村
で
農
業
経
営
に
携
わ
り
た

い
方
や
、
村
に
移
住
し
小
規
模
か
ら
で

も
農
業
を
楽
し
み
た
い
人
た
ち
の
為
に

農
地
を
所
有
し
や
す
く
し
、
且
つ
遊
休

荒
廃
農
地
の
減
少
に
繋
が
れ
ば
と
、
農

地
取
得
の
下
限
面
積
を
三
〇
ア
ー
ル
か

ら
一
〇
ア
ー
ル
に
下
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
農
業
委
員
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
を
発
足
し
、
委
員
会
の
活

農業委員会だより 編集／青木村農業委員会
　　　農業委員だより編集委員会

第5 号青木村

動
報
告
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
見
通
し
の
中
で
農
業
の
発
展

が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
国
道

一
四
三
号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
の
事
業

化
が
確
実
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

一
日
も
早
い
開
通
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
は
道
の

駅
あ
お
き
農
産
物
直
売
所
が
新
た
に
完

成
の
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
の
完
成
が
、
青

木
村
の
農
業
発
展
の
足
掛
か
り
と
な
り
、

よ
り
豊
か
な
農
村
地
帯
と
な
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
青
木
村
の
農
業
が
よ
り
豊
か

で
活
気
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
、
そ
し

て
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
会
長　
増
田　
良
和

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
八
日
に
伊
那

市
に
お
い
て
長
野
県
農
業
委
員
会
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
改
正

農
業
委
員
会
法
が
施
行
と
な
り
、
農
業

委
員
に
加
え
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
た
委
員
会
も

あ
っ
た
。
約
一
五
〇
〇
人
が
参
加
し
、

農
地
利
用
の
最
適
化
推
進
等
に
関
す
る

要
請
決
議
が
採
決
さ
れ
た
。

　

青
木
村
も
例
外
で
な
く
高
齢
化
が
進

み
農
業
の
担
い
手
が
減
少
し
、
遊
休
農

地
も
増
加
す
る
中
で
、
中
山
間
地
域
に

お
け
る
多
様
な
担
い
手
を
確
保
す
る
為
、

青
木
村
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
新
年
の
ご
挨
拶

長
野
県
農
業
委
員
会
大
会
に

参
加
し
て

農
業
委
員
会
視
察
研
修
報
告

青
木
村
徒
然
草
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十
二
月
十・
十
一
日
に
、
総
合
体

育
館
で
小
学
生
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

「
義
民
カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
村
の
少
年
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
「
Ｆ
Ｃ
・
青
木
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」

が
主
催
し
た
大
会
で
、
青
木
の
子
ど

も
達
は
、Ｕ
‐
９
、Ｕ
‐
12
が
出
場
し
、

健
闘
し
ま
し
た
。

「
義
民
カ
ッ
プ
」開
催
！

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

　

十
二
月
十
六
日
に
交
通
安
全
協
会
青
木
部
会
の
役
員
が
、
村

内
の
事
業
所
や
飲
食
店
を
回
り
、
交

通
安
全
推
進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く

な
り
が
ち
な
年
末
年
始
に
備
え
、
飲

酒
運
転
等
の
危
険
運
転
を
根
絶
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
年
会
な
ど
お
酒
の
席

も
多
く
な
り
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
等

の
危
険
運
転
を
す
る
こ
と
な
く
、
交

通
安
全
運
動
の
更
な
る
推
進
に
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
六
日
㈯
青
木
村
文
化
会
館
に
お
い
て「
子
育
て

フ
ォ
ー
ラ
ム
青
木
２
０
１
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は「
あ
な
た
は
い
ま
幸
せ
で
す
か
？
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
、
講
演
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
分
科
会
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
に
出

場
さ
れ
た
山
崎
福
太
郎
さ
ん
の
お
母
様
、
順
子
さ
ん
に「
自
分

ら
し
く
は
ば
た
く
～
夢
の
応
援
団
」と
題
し
た
実
体
験
の
発
表

を
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
と
中

学
校
2
年
生
の
合
唱
の
発
表
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

今
年
初
め
て
、「
あ
お
き
っ
子
応
援
団
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
飲

み
物
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ッ
シ
ー
や
カ
フ
ェ
モ

カ
な
ど
手
作
り
の
飲
み
物
は
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
4
分
科

会
で
は
、
5
か
条
、
小
中
連
携
、
保
小
接
続
、
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
Y
O
U
遊
未
来
の
学
生
さ
ん
の
協
力
に
よ
る「
あ

お
き
っ
子
カ
フ
ェ
！
」で
は
竹
で
手
作
り
の
コ
ッ
プ
を
作
り
、

集
ま
っ
た
参
加
者
で
お
茶
会
を
し
ま
し
た
。
体
育
館
の
寒
い
中

で
し
た
が
、
温
か
い
飲
み
物
と
お
い
し
い
お
や
つ
を
食
べ
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
十
四
回
の
図
書
館
フ
ェ
ス
タ
が

十
二
月
十
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
玉
手
箱
の
会
、
わ
た
ぼ

う
し
の
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
毎

年
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

ク
リ
ス
マ
ス
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や

絵
本
な
ど
、
子
供
た
ち
も
参
加
し
て

の
お
は
な
し
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
工
作
の
時
間
に
は
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
「
ク
リ

ス
マ
ス
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
ス
」
を
作
成

し
飾
り
つ
け
を
し
た
リ
ー
ス
を
遠
く

ま
で
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

工
作
の
後
は
、
わ
た
あ
め
の
振
る

舞
い
も
あ
り
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

図
書
館
フ
ェ
ス
タ
開
催

交
通
安
全
協
会
青
木
部
会

　
　
年
末
の
事
業
所・飲
食
店
回
り
実
施

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
木
2
0
1
6
開
催
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十
二
月
八
日
に
文
部
科
学
省
講
堂
に
お

い
て
平
成
二
十
八
年
度
「
地
域
学
校
協
働

活
動
」
推
進
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
青
木
小
学
校
の
青
木
村
を
愛
す
る
活
動

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青
木
村
の
子

ど
も
の
育
成
─
今
こ
そ
子
ど
も
に
社
会
力

を
─
」
と
い
う
地
域
と
学
校
が
一
つ
に

な
っ
て
「
村
の
子
ど
も
は
村
で
育
て
る
」

活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
四
日
に
長
野
朝
日
放
送
主
催
の「
ａ
ｂ
ｎ
・

八
十
二
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」の
最

終
審
査
が
行
わ
れ
、青
木
村
か
ら
村
内
の
若
者
が
結

成
し
た「
Ｕ
タ
ー
ン
同
級
生
」(

代
表
者 

山
浦
正
志
さ

ん)

が
応
募
し
た
作
品
が
、審
査
委
員
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

作
品
の
内
容
は
、青
木
村
の
特
産
品
の
そ
ば
焼
酎

「
た
ち
茜
」を
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
風
に
紹
介
す
る

ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
Ｃ
Ｍ
で
、最
終
審
査
当
日
は
村

長
も
出
演
し
、会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、こ
の
Ｃ
Ｍ
は
長
野
朝
日
放
送
で
年
間
三
十

回
程
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

祝
！
か
た
く
り
の
会 　
県
知
事
賞
受
賞
!!

ふるさと情報　フォトｄｅあおき

　11月27日㈰、恒例となりました大会が今年も
開催され、子どもから大人までたくさんの皆さん
に参加いただき盛大に行われました。３つの部門
に分かれて開催され、チャリティーということで
クロスロードあおきへ収益金は寄付されました。
また、中学校、村スポーツ推進委員の皆さんには
今年も審判等大会運営にご協力いただき、ありが
とうございました。

●バレーボールの部
　優　勝……ケニア人　 準優勝……第２分団排球部
　第３位……チームＳ
●ビーチボールバレー上級の部
　優　勝……IRITA　準優勝……くうチャンズ
　第３位……AOKチームＢ
●ビーチボールバレー初級の部
　優　勝……彩花第四　 準優勝……アモーレ
　第３位……リミテッド

平
成
二
十
八
年
度「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

　
　
　
推
進
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞
！

消
防
団
主
催 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル・

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
開
催

　

十
二
月
十
三
日
、
長
野
市
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
農
村

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
、
平
成
二
十
八
年
度
農
村
女
性
き
ら
め
き
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
“
若
手
グ
ル
ー
プ
活
動
の
部
”
に
て

青
木
村
女
性
の
会
か
た
く
り
の
会
（
マ
メ
部
・
畑
部
）
が
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
に
輝
き

ま
し
た
。
翌
日
に
は
役
場
に
来
庁
さ
れ
、
村
長
に
受
賞
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
家
庭
や
地
域
で
能
力
を
発
揮
し
て
い
き
い
き
と
活
躍
し
、
農
業
経
営
や

社
会
へ
の
参
画
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
女
性
農
業
者
等
の
個

人
・
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
魅
力
あ
る
農
村
社
会
の
振
興
等
に

つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
た
に
設
け
ら
れ
た
部
門
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
同
時
に
行
わ
れ
た
事
例

発
表
の
際
は
全
県
規
模
の
来
場
者
か
ら

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
団
体
の
女
性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ

ア
と
力
強
い
活
動
が
表
彰
に
繋
が
り
、

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

青
木
村
有
志
グ
ル
ー
プ「
Ｕ
タ
ー
ン
同
級
生
」

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞「
審
査
委
員
賞
」を
受
賞
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村
商
工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
今
年
も
ふ

る
さ
と
公
園
あ
お
き
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
し
ま

し
た
。
一
月
末

ま
で
点
灯
す
る

予
定
で
す
の
で
、

公
園
・
道
の
駅

に
お
立
ち
寄
り

の
際
に
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
公
園
あ
お
き
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

　

長
泉
町
は
平
成
28
年
３
月
に
「
長
泉
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、「
日

本
一
の
“
笑
顔
が
輝
き
続
け
る
ま
ち
”
を
目
指
す
、

住
民
満
足
度
向
上
戦
略
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に

平
成
72
年
以
降
の
人
口
を
４
万
３
０
０
０
人
の
維

持
を
目
標
に
か
か
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
町
の
人
口
が
４
万
３
０
０
０
人

に
到
達
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
11
月
25
日
㈮
に

４
万
３
０
０
０
人
目
と
な
っ
た
町
民
の
方
へ
の

記
念
品
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き

４
万
３
０
０
０
人
目
は
10
月
30
日
に
出
生
さ
れ
た

男
の
子
で
、
当
日
は
、

そ
の
子
ど
も
の
お
父

さ
ん
で
あ
る
杉
山
裕

輔
さ
ん
に
来
庁
し
て

い
た
だ
き
、
町
か
ら

家
族
の
写
真
パ
ネ
ル

と
町
特
産
品
の
ク
レ

マ
チ
ス
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長
泉
町
人
口
４
万
３
０
０
０
人
到
達

記
念
品
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た

　

地
震
体
験
車
が
十
二
月
六
日
㈫
に
役

場
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
過
去
の
巨
大

地
震
の
揺
れ
を
再
現
で
き
、
時
と
と
も

に
記
憶
が
薄
れ
る
地
震
に
よ
る
恐
怖
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
震

を
は
じ
め
と
す
る
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、「
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
一
人
ひ
と
り

の
意
識
と
行
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

役
場
に
地
震
体
験
車
が
や
っ
て
き
ま
し
た

（
敬
称
略
）

みんなの花壇コンテスト受賞者

案山子コンテスト受賞者

◆訂正とお詫び◆
　１２月１日発行の広報あおき第
453号２ページ掲載の受賞者集合写
真で誤りがありましてご迷惑をおか
けいたしました。訂正し心よりお詫び
申し上げます。

喜憂の欄については、

HP上での掲載はしていません。

17広報あおき　454号



再生紙を使用しています

池
田
出
雲
守
定
信
が
奈
良
本
に
居
邸

池
田
出
雲
守
は
現
滝
仙
寺
を
開
基
し
た
真
田
氏
の
重
臣
の
一
人
で
あ
り
、墓
地
も
あ
る
事
か

ら
奈
良
本
に
居
住
し
て
、館
の
跡
地
に
滝
仙
寺
を
建
立
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、弟
二
次
上
田

合
戦
で
も「
一
の
木
戸
」の
石
川
軍
と
の
戦
い
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
、存
在
に
つ
い
て
確

証
た
る
文
書
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
近
・
小
嶋
村
か
ら
発
見
さ
れ
た
古
文
書（
千
曲
一
一
七
号
古
文
書
解
読
講
座
よ
り
）に
よ
り
奈
良

本
に
居
住
し
て
居
た
事
が
次
の
と
お
り
解
り
ま
す
。

読
下
文「
真
田
伊
豆
守
様
御
代　

池
田
い
つ
も（
出
雲
）殿
と
申お

き

ゅ

う

に

ん

御
給
人　

御
住
所
は
奈
良
本

ニ
御
座
被な

さ

れ成　

小
嶋
村
之
御
代
官
被な

さ
せ
ら
れ
そ
う
ろ
う

為
成
候　

其
刻
小
嶋
村
ハ
日
そ
ん
ば
ニ
御ご

ざ座
候
付　

な
ら
も
と

よ
り

水み
ず

御お
ん
と
お通
し
被な

さ

れ

く

だ

さ

れ

べ

く

成
可
被
下
候
ニ
付　

御
同
心
水
も
り
被な

さ
れ
そ
う
ろ
う

成
候　

横
山

よ
り　

新
せ

ぎ
を
御お

定
さ
だ
め

被
な
さ
れ
く
だ
さ
れ
べ
く
そ
う
ろ
う

成
被
下
候　

就そ
れ
に
つ
き夫
小
泉
分
田
地
つ
ぶ
れ
申

も
ぅ
す

ニ
付
一
俵
一
斗
五
升
ツ
ツ
御
年

貢
小
泉
へ
是
ま
で
御
納
所
仕
置
申
候
御
事
」

浦
野
川
水
其
刻

毎
年
御
通
し
被
遊
被
下
候
共　

小
嶋
池
御
ふ
し
ん
被
遊
被
下
候
ニ
付　

毎
度
程
ハ
水
入
不
申
候　

池
水
ニ
テ
た
り
不
申
候
刻　

浦
野
川
水
御
申も

う
し
う
け請

候
そ
う
ろ
う

御お
ん
こ
と事

国
語
文
上
田
藩
で
真
田
信
之
様
が
領
主
で
あ
っ
た
頃
・
ご
家
臣
に

池
田
出
雲
守
様
と
云
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
は
奈
良
本
に
住
ん
で
居
ら
れ
ま
し
た
が
、小
嶋
村（
現
上
田

市
の
小
島
）の
代
官
も
務
め
て
い
ま
し
た
。

其
の
頃
小
嶋
村
は
水
不
足
の
為
に
耕
作
に
困
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、池
田
様
の
お
考
え
に
よ
り
、奈
良
本
か
ら
流
れ
出
る
浦
野
川
の

水
を
小
嶋
村
に
引
い
て
く
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

早
速
部
下
に
命
じ
て
設
計
を
さ
せ
小
泉
村
の
横
山
地
籍
か
ら
小

嶋
村
ま
で
新
し
い
水
路
が
開
か
れ
ま
し
た
。水
路
を
作
る
為
に
土

地
が
潰
れ
ま
し
た
の
で
、年
々
米
一
俵
一
斗
五
升
を
小
泉
村
に
納

め
て
お
り
ま
し
た
。こ
の
水
路
が
作
ら
れ
て
か
ら
は
、毎
年
浦
野
川
の
水
を
利
用
し
て
耕

作
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
小
嶋
村
に
溜
池
が
作
ら
れ
ま
し
た
の
で
、水
不
足

は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
溜
池
の
水
が
不
足
し
た
時
だ
け
は
浦
野
川
の
水
を
分
け
て

貰
っ
て
い
ま
す
。

註　

小
嶋
村
は
現
在
の
上
田
市
神
畑
の
小
島
地
籍
と
推
定
さ
れ
る
が
原
文
に
あ
る
よ
う

に
、小
泉
村
の
横
山
地
籍
の
浦
野
川
か
ら
水
を
引
い
た
事
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、現
状

の
地
形
か
ら
は
理
解
し
難
い
よ
う
な
気
が
す
る
。当
時
の
浦
野
川
が
、横
山
地
籍
ま
で
流
れ

て
蛇
行
し
て
い
た
の
か
？
（
現
在
は
仁
古
田
地
籍
で
蛇
行
）ま
た
は
横
山
地
籍
ま
で
、浦
野

川
か
ら
の
堰
が
既
に
あ
っ
た
の
か
？
今
後
の
研
究
が
ま
た
れ
ま
す
。

真
田
氏
と
青
木
村

真
田
家
の
家
臣 （
三
）

（
文
責   

沓
掛
貞
人
）

池
田
出
雲
守
館
跡

　保育園での生活もいよいよあと３ヶ月となっ
てしまった年長児。すべてのことが最後という
ことで、子どもたち一人ひとりが楽しみ、全力
で頑張ってきました。運動会では組体操に挑戦
し、全員がブリッヂできるようになりました。
また、12 月の発表会ではオペレッタ「くまの
こうちょうせんせい」をやり、一人でのセリフ
を緊張しながらも大勢のお客様の前で堂々と発
表することができました。
　年長になり、色々な事に挑戦し、心も身体も
たくましくなった 25 名の子どもたちです。

みやいり　ももか………………………………… 勉強をがんばりたい
やまうら　みちる………………………………… 勉強をがんばりたい
きうち　せいめい………………………………… 漢字をがんばりたい
おおすみ　たける………………… 漢字をかけるようにがんばりたい
はやかわ　みこと……………………………… 卒園式をがんばりたい
あんどう　りの…………………………………… 宿題をがんばりたい
ひらた　いぶき……… 小学校のじゅんびをすることをがんばりたい
こばやし　かほ…… ごはんをはやくたべられるようにがんばりたい
はやし　りゅうのすけ… 縄跳びと鉄棒のさかあがりをがんばりたい
かない　たける…………………………………… 勉強をがんばりたい
みやいり　ゆの…………………………………… 勉強をがんばりたい
しもじま　いつき………… 学校のじゅんびをひとりでがんばりたい

こばやし　かすみ…………………………… 英語をがんばりたい
はなおか　さら…………………………… ピアノをがんばりたい
しだ　ゆう……………………………… サッカーをがんばりたい
みやはら　かい……………………………… 勉強をがんばりたい
さかじり　そよか…………………………… 勉強をがんばりたい
なかざわ　いぶき…………………………… 宿題をがんばりたい
おまた　ゆうと…………………………………… じぶんでおきる
やまぎわ　てつ…………………………… テストをがんばりたい
やまもと　ひなた…………………………… 勉強をがんばりたい
しおざわ　ゆい……… 縄跳び100回とべるようにがんばりたい
こばやし　ゆき……………………………… 勉強をがんばりたい
しもがた　ゆうと………………………… 早起きをがんばりたい
さいとう　とらたか………………………… 勉強をがんばりたい

がんばれ  あおきっ子

うめ組　男の子７名　女の子6名　計13名 さくら組　男の子5名　女の子７名　計12名

保育園（年長組）

★今年、がんばりたいこと★
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